
外科102(b)

プロトコール名 RAM+FOLFIRI（アロカリス併用）

Ｒｐ 形態 ルート 薬品名 投与量 時刻・コメント 1 2 ・・・ 14

1 CVﾎﾟｰﾄ メイン3-① 生食 500mL
ルートキープ

残破棄可
↓

2 CVﾎﾟｰﾄ 側管② パロノセトロンバッグ 0.75mg 30分かけて ↓

アロカリス 235mg

デキサート 4.95mg

ネオレスタール 10mg

3 CVﾎﾟｰﾄ 側管③ サイラムザ 8ｍｇ/kg 初回60分、2回目以降忍容性が良好であれば30分 ↓

生理食塩水 250ｍL 2回目まで1時間休薬要。全量250mLとする

サイラムザ投与時はルートキープにて１時間休薬

4 CVﾎﾟｰﾄ メイン3-②  レボホリナート注 200ｍｇ/㎡ 2時間かけて ↓

生理食塩液 250mL

5 CVﾎﾟｰﾄ 側管④ カンプト注 150 or 180ｍｇ/㎡ 2時間かけて ↓

生理食塩液 250ｍＬ

6 CVﾎﾟｰﾄ 側管⑤ フルオロウラシル 400ｍｇ/㎡ 全開で ↓

生理食塩液 50ｍＬ

7 CVﾎﾟｰﾄ メイン3-③ フルオロウラシル 2400ｍｇ/㎡ 46時間持続静注

生理食塩液 ｍＬ※ バクスターインフューザーＳＶ2.5

※生理食塩液の量は５－ＦＵの量により決定する。

１クール＝14日

～MEMO～

催吐レベル3（30％以上90％未満）

day2-4にデカドロン朝、昼食後に1回4mg（8錠）を内服する。

＜サイラムザ＞

投与前後生食フラッシュ蛋白質透過型フィルター（0.2または0.22ミクロン）(回路名:JY-PF340P52)使用

１回目、2回目はインフュージョンリアクションの観察のため投与後１時間ルートキープにて休薬する。3回目以降は省略可

用量規定因子：高血圧、蛋白尿

科名 外科

対象疾患名 　　治癒切除不能な進行・再発結腸・直腸癌

→

Ramcirumab versus placebo in combination with second-line FOLFIRI in patients with metastatic colorectal carcinoma that progressed during or after
first-line thrapy with bevacizumab,oxaloptatin,and a fluoropyrimidine(RAISE)
Lancet Oncol 2015;16:499-508


